
 

 

 

  

２学期がスタートして、約１か月！がんばっています！ 

８月２２日の２学期始業式から１か月が過ぎますが、日中は相変わらず暑い

日が続いています。そんな中でも、子どもたちは始業式で校長先生からお話しい

ただいたことを頭において、自分の課題に向かってがんばっています。 

校長先生の話から・・・（リモート２学期始業式：各教室で聞きました） 

みなさん、おはようございます。久しぶりですね。夏休み、楽しく過ごせましたか。今朝、玄関でみ

んなとあいさつしていると、みんな夏休みの間に、一回りたくましくなったな、と感じました。きっと、

１学期の終業式で先生がこんな夏休みにしてねとお願いしたように、自分の大好きなことをじっくりや

ったり、調べたり、普段なかなかできない体験をしたりして充実した夏休みを過ごしてくれたからかな、

と思います。嬉しいです。また、暑い中、水やりなどで来てくれた人もいましたね。ありがとう。 

そして、今日、一番、嬉しいこと。それは、皆さん一人ひとりが安全に気をつけて自分の命を大切に

過ごしてくれたおかげで、大きな怪我をしたり、事故にあったりする人がなく、今日、こうして元気に

２学期をスタートできることです。本当に、ありがとう。 

さぁ２学期が始まりました。今、５年生の代表のみなさんが２学期がんばりたいことを発表してくれ

ましたね。皆さんもきっと「２学期は、これをがんばりたい」「こんな自分になりたい」という目標を

もってくれているのではと思います。今日は、そんな何かを頑張ろうとしているときにピッタリな「努

力のつぼ」というお話をしたいと思います。まず、ある小学校の 1 年生、角野 愛さんの作文を紹介し

ますね。 

「努力のつぼ」 角野 愛 

「お母さん、努力のつぼの話、またして。」 「うん、いいよ。今度はなあに？」 

「逆上がり。」「あらあら、まだいっぱいになっていなかったのね。随分大きいねえ。」 

と言いながら、お母さんは椅子を引いて、私の前に座りました。そしてもう何回もしてくれた「努力の

つぼ」の話をまたゆっくりと始めました。それはこんな話です。 

人が何か始めようとか、今までできなかったことをやろうと思った時、神様から努力のつぼをもらい

ます。そのつぼはいろんな大きさがあって、人によって、時には大きいのやら小さいのやらいろいろあ

ります。そしてそのつぼは、その人の目には見えません。でもその人がつぼの中に一生懸命「努力」を

入れていくと、それが少しずつたまって、いつか「努力」があふれる時、つぼの大きさが分かるという

のです。だから休まずにつぼの中に努力を入れていけば、いつか必ずできる時がくるのです。 

私はこの話が大好きです。幼稚園の時、初めてお母さんから聞きました。その時は、横ばしごの練習
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をしている時でした。それから一輪車や、鉄棒の前回り、跳び箱、竹馬。何でも頑張ってやっている時、

お母さんに頼んでこの話をしてもらいます。くじけそうになった時でも、この話を聞いていると、心の

中に大きなつぼが見えてくるような気がします。そして私の「努力」がもう少しであふれそうに見える

のです。だからまた頑張る気持ちになれます。 

お母さんの言うとおり、今

度の逆上がりのつぼは、随分

大きいみたいです。逆上がり

を始めてから、もう２回もこ

の話をしてもらいました。で

も今度こそ、あと少しであふ

れそうな気がします。だから

明日からまた頑張ろうと思

います。 

お母さんは「つぼが大きいととても大変だけど、中味がいっぱいあるから、あなたのためになるのよ。」

と言ってくれるけど、今度神様にもらう時は、もう少し小さいつぼがいいなあと思います。 

【『朝日作文コンクール 子どもを変えた親の一言 作文 25 選』明治図書 1988】（原文の平仮名を漢字に） 

 という作文です。愛さんが神様からもらった「逆上がり」のつぼは、とても大きいようですね。でも、

愛さんは、このつぼにあきらめずに努力をため続けています。 

さて、皆、自分の２学期がんばりたいことのつぼの大きさはどれくらいかな。目に見えないし、人に

よって、内容によって違うけれど、愛さんのようにこつこつと努力を入れていけば、いつかつぼがあふ

れて、上手になったり、できるようになったりするときがきます。 

でも、「これだけ頑張ってるのに、なかなかできるようにならないな」とくじけそうになるときもあ

るよね。それは、どのくらいたまったか見えないから。でも、それまでの努力は、間違いなくつぼの中

に溜まっています。それだけでも、先生はとってもすごいことだと思うし、あとちょっとであふれると

ころまできているかも知れません。だから、ちょっとくじけそうになっても、このお話を思い出して、

自分の目標や目当てに向かって、あきらめずに挑戦し続けてほしいと思います。（一番残念なのは、も

らったつぼに何もためようとしないことかな。） 

今日は、２学期の始まりで、「努力のつぼ」というお話をしました。みんな、よく聞いてくれたと思

います。ありがとう。 

❖２７日（金）は「校内音楽会」です！お待ちしています❖ 

 ９月に入ってからは、特に音楽会に向けて、自分の課題に向かって「努力」するとともに、クラスの

友達とのつながりも意識して「努力」してきています。そして、いよいよ今週末に発表です。あふれる

子どもたちのエネルギーを感じながら、音色や声の美しさを堪能してください。お待ちしております。 

（今年度から、各家庭２名までの案内となっております。譲り合って、ゆっくり鑑賞ください） 


